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平成２９年度学校教育目標 知・德・体の調和のとれた、心豊かで、学校や地域を愛し、自主自立の精神に満ちた生徒の育成 北九州市立 穴生 中学校

本年度の重点 ４～８月　　第１期　中間評価 ～１２月　　第２期　中間評価 年度末評価
達成目標（本年度のゴール） ゴールに向けた重点的取組 取組状況 ○成果　◆課題と改善点 取組状況 ○成果　◆課題と改善点 達成目標の評価と次年度の方向性

【自主的な学習】
○「自分で計画を立てて勉強をしている
（質２１）」で生徒が肯定的回答をする。
（５０％）

○「学校の宿題をしている（質２２）」で生
徒が肯定的な回答をする（８５％）

○各教科で、定期考査に向けて家庭学習の方法や
手順を指導する。
〇定期考査前に学習計画表を作成し、計画の立て方
を指導する。

○宿題の点検を行うなど、各教科で宿題や課題に積
極的に取り組むように指導し、評価していく。
○保護者会等で家庭学習の状況を把握し、保護者と
学校が協力して学習環境づくりに取り組む。

〇各教科で考査に向けた学習
方法について指導を行った。
〇学習計画表を作成し、計画
の立て方の指導を行った。

〇基礎的・基本的な学力の定
着を図るため、各教科で連携
し、家庭学習の課題を課した。

○学期末の学習調査で「計画的に学
習することができた」の肯定的回答が
73％であった。
〇自主的な参加を呼びかけて質問教
室を実施し、学年の実態に合わせて、
授業や個別の質問の対応や学習方法
の助言などを行った。
◆「家庭学習のすすめ」を作成し、保
護者と連携しながら家庭学習を定着さ
せる取組を行っていきたい。

【補充学習】
「先生は、授業やテストで間違えたところ
や、理解していないところについて、分か
るまで教えてくれますか（質３３）」で肯定
的回答をする。（８０%以上）

〇放課後、自主学習が行えるように図書室を開放し、
自主的に学習する習慣の定着を目指す。

○定期考査の内容検討と工夫改善を行う。

〇授業改善に向けた研修を実施して授業力向上に取
り組み、生徒がわかったと実感できる授業を目指す。

〇放課後、自主学習を行う自
習室を開放し、家庭学習につ
なげる取組を行った。
〇定期考査に思考力を問う問
題を必ず入れ検証を行う。
〇学力向上研修を1学期と夏
休みに実施し、授業力向上に
取り組んだ。

〇自習室を多くの生徒が利用し、意欲
の向上につながった。
◆学習アンケートを実施し、生徒の要
望を考慮して、自習室の利用生徒の
増加と家庭学習習慣の定着に向けて
改善と取組を行う。
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【持久力・基礎体力の向上】
○１校1取組として，年間を通して体育の
授業の準備運動で5分間走を取り入れ，
体力向上につなげる（１００％）

○新体力テストを全学年・全種目適切に実施する。ま
た，各自の記録を伸ばすべく，全力を尽くすよう，指導
する。
○体育授業の準備運動では、持久力を高めるランニ
ングや筋力を高めるジャンプアップ運動等を行うよう
にする。また、２０分間以上運動する時間を確保し、
体力の向上を図る。

〇新体力テストは、全学年・全
種目において実施した。また、
学習ノートを作成し、記録向上
のコツを示した。
〇体育の授業では、腹筋・背
筋・5分間走・倒立を毎時間実
施している。

〇学習ノートで予習や練習に意欲を
もって、体力テストに取り組む生徒の
姿が多く見られた。

◆実施時期を事前に計画し、充分な取
組が行えるようにする。
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【授業改善①】
○「授業の中で目標（めあて・ねらい）が
示されていたと思う（質５３）」において，
生徒が肯定的な回答をする。（９０％）

【授業改善②】
「授業では、学級の友達との間で話し合
う活動をよく行っていたと思う（質４９）」の
肯定的回答をする。（８０%以上）

○管理職や学力向上推進教員等が授業に積極的に
関わり、若年層を中心に教科を越えた人材育成を行
う。
〇学期末にアンケートをとり、生徒の学びの実態を把
握するようにする。

○各教科で一単元の授業の中に、アクティブラーニン
グを取り入れ、生徒が自分の意見を語ることができ、
他の生徒の意見を認める学級の雰囲気を醸成し、コ
ミュニケーション能力の育成を図る。

〇若年教師を中心に研究授
業を行い、まとめを意識しため
あての提示に取り組んだ。

〇アクティブ･ラーニングを取り
入れ、生徒の思考力と表現力
をはぐくむ取組を行った。
〇研究授業と協議会を全職員
で行い、対話的な活動の指導
法や生徒につける力について
理解を深めた。

〇まとめを意識しためあてを提示する
ことで、指導法に改善が見られた。学
習調査で「授業の中で、目標を確認
し、めあてを意識しながら授業に取り
組めた」の肯定的回答が90％であっ
た。
〇生徒が主体的に取り組む場面が多
く見られるようになってきた。
◆発問を焦点化して、生徒が話し合い
活動が活発に行えるように、教材研究
を行う必要がある。

【授業改善】
「体育の授業は楽しい（質１７）」の肯定
的回答を８０%以上

○毎時間の体育の授業で，生徒のモチュベーションを
高めるため，小集団による自主的な活動を取り入れ，
生徒が自主的に活動する場面を増やしていく。
○汗をかく体育授業を実践し、体を動かす喜びが実
感できるようにするとともに、生徒一人一人に達成感
が得られる授業展開の工夫を行う。
〇学習の流れやゴールを明確にした学習ノートを作
成し、思考力の向上、指導と評価の一体化を目指す。

〇集団行動や体づくり運動の
学習では、リーダーを中心に
学び合う活動を行った。

〇集団行動・体力テスト・水泳
の３単元で学習ノートを作成
し，毎時間の評価をおこなっ
た。

〇生徒が積極的に話し合いや声かけ
を行い、学習成果を向上させていくこと
ができた。

◆自己の振り返りがしっかり行える学
習ノートを作成し、さらに意欲的に活動
する生徒を育成していく。
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【授業改善（道徳）】
○「いじめは、どんな理由があってもいけ
ないことだと思う」において，生徒が肯定
的な回答をする。（９５％）

○道徳の授業に考える・論議するなど問題解決的な
内容を取り入れ，生徒同士の人間関係も構築してい
く。
〇人権に関する内容を多く取り入れることで，生徒に
思いやりの心を育んでいく。
○スクールカウンセラーと連携し、自殺防止教育を行
う。

〇道徳の授業に問題解決的
な内容を取り入れて、学級担
任を中心に学級経営に力をい
れて取り組んだ。
〇平和に関する学習を２回実
施し、他者を思いやる心の育
成を図った。

〇平和に関する学習（八幡大空襲）を
通して、平和への感謝と地域への関心
と愛着につながった。

【授業改善②】
「自分には、よいところがあると思う（質
６）」の肯定的回答をする。（７０%以上）

○学級活動や体育大会、宿泊行事等で、自尊感情を
高める取組を行い、その活動についてしっかり評価す
る。
〇取り組んだ活動をお互いに認め合える集団の育成
を目指す。

〇各学年生徒の実行員を中
心とした取組を実践し、反省と
課題を明確にして日々の学校
生活に活かすように活動し
た。

◆生徒会活動を中心に生徒が主体的
に取り組む活動を計画的に取り入れ、
全ての教育活動が連動していくように
計画・実行していく必要がある。
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※達成目標を以下の教職員の学校自己
評価の質問内容に対する回答をした割
合とする。
【授業力向上】
○「授業改善に向けて日々の授業改善
に取り組んだ」の肯定的回答を９０%

○「学力向上に向けて組織的に取組を
進めた」の肯定的回答を８５%

○授業改善と学力向上の取り組みを学校挙げて推進
するため，年間3回の研究授業を実施し，全職員参加
による協議会を併せて実施する。

○学力向上推進教員のモデル授業を基に、全職員で
ワークショップ型の研修を行い、自らの授業を振り返
ることで授業力の向上を図る。

○スクールプランの目標を達成するために、全国学
力状況調査の分析を行い、定期的にＰＤＣＡサイクル
に取り組む。

〇アクティブ･ラーニングの視
点を取り入れた研究授業及
び、研究協議を行い、アクティ
ブ･ラーニングについての理解
が深まった。

〇学習アンケート（家庭学習・
各教科）を実施し、検証を行っ
て二学期の取組につなげる。

〇主体的な生徒を育むために必要な
指導法や授業改善を目指して、対話
的な活動の実践方法やこれからの学
校で統一した取組に向けて活発な意
見交換が行えた。
〇協議会を通して、他教科の特性や
課題を理解し、全体で目指す生徒の育
成に向けて考えることができた。
◆穴生中スタンダードを作成し、「学級
経営・学習・生徒指導」で全職員が共
通認識のもと指導を行えるようにす
る。

平成２９年度スクールプラン 


